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潮
来
市
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
常
日
頃
よ
り
、
深
い
ご
理
解
と
絶

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
議
長
に
就
任
し
て
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
改
め

て
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
潮
来
市
の
よ
り
一
層
の
発
展
の
た
め
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
潮
来
市
が
誕
生
し
て
か
ら
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
潮
来
市
は

大
き
く
飛
躍
し
、
ま
た
多
く
の
改
革
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
図
書
館
や
公
立
学
校
の
建
設
、

主
要
な
道
路
や
運
動
公
園
の
整
備
な
ど
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
を
行
い
、
重
要
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
議
会
に
お
い
て
も
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
な
か
で
、
議
会
の
活
性
化
や
機
能
強
化

を
目
指
し
、
議
員
定
数
の
削
減
、
委
員
会
機
能
の
強
化
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
、

一
般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
な
ど
様
々
な
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
ま
だ
ま
だ
課
題
も
多
く
あ
り
、
一
歩
一
歩
休
む
こ
と
な
く
改
革
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
市
民
に
役
立
つ
議
会
で
あ
る
た
め
、
市
政
の
状
況
を
的
確
に
捉
え
て
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
あ
る
よ
う
、
議
員
一
人
一
人
が
そ
の
責
務
を
全

う
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

本
年
は
潮
来
市
合
併
10
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。
市
で
は
様
々
な
記
念
事
業
や
イ
ベ
ン
ト

等
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
も
今
後
の
市
政
の
更
な
る
発
展
の
た
め
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
更
に
は
市
議
会
へ
の
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

潮
来
市
議
会
議
長　
　

粟

飯

原

治

雄

潮 来 市 議 会 構 成

◎議　長　　　粟飯原　治　雄
◎副議長　　　小　沼　英　明

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　　員

総務委員会 6 薄　井　征　記 柚　木　　　巖
　　川　　　俊 加　藤　政　司

大久保　英　雄 粟飯原　治　雄

環境経済建設委員会 6 内　田　正　一 笠　間　丈　夫
原　　　浩　道 小　沼　英　明

今　泉　利　拓 杉　本　俊　一

教育福祉委員会 6 大　平　幸　一 根　本　又　男
沼　里　真一郎 橋　本　きくい

田　崎　　　清 藤　崎　忠　徳

議会運営委員会 6 笠　間　丈　夫 根　本　又　男
柚　木　　　巖 内　田　正　一

大　平　幸　一 薄　井　征　記

広報編集委員会 6 柚　木　　　巖 沼　里　真一郎
田　崎　　　清 小　沼　英　明

加　藤　政　司 杉　本　俊　一
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月　日 議　事　日　程

１１月３０日（火） 開会・議案説明

１２月　７日（火） 議案質疑

１２月　８日（水） 総務委員会

１２月　９日（木） 教育福祉委員会

１２月１０日（金） 環境経済建設委員会

１２月１４日（火） 市政一般通告質問　４人

１２月１５日（水） 市政一般通告質問　４人

１２月１７日（金） 委員長報告・採決・閉会

平成 22年第 4回定例会

条例改正、補正予算、意見書等、13案件を可決条例改正、補正予算、意見書等、13案件を可決

　第４回定例会は１１月３０日から１２月１７日まで

開催されました。審議された議案等は、条例改

正３件、補正予算６件、指定管理者の指定１件、

人事案件２件、意見書１件、提出された案件はす

べて原案のとおり可決しました。

　また請願については採択が１件、継続審査１件

です。

　通告質問については、８人の議員が市政一般

について質問しました。

会　  議　  経  　過会　  議　  経  　過

審議された主な議案

件　　　　名 内　　　　　容

潮来市職員の給与に関する条例の一部
改正について

人事院勧告に基づき、市職員の期末・勤勉手当の支給割を0.2
月分引き下げ、55歳超の職員給与を1.5％引き下げるもの

潮来市特別職で常勤のものの給与・旅
費に関する条例の一部改正について

市長、副市長、教育長の期末手当の支給割合を0.15ヵ月分引き
下げるもの（市議会議員の期末手当も上記に準じて引き下げ）

平成２２年度潮来市一般会計補正予算
財政調整基金積立１億 8,460万円、生活保護費3,941万円、日
本脳炎予防接種委託費1,965万円等、総額３億 930万円を追加

潮来市監査委員の選任同意
任期満了に伴う新しい委員の任命に同意するもの
氏名　出口　正明（日の出）　　　　　※敬称略

潮来市公文書開示審査委員の選任同意
任期満了に伴う新しい委員の任命に同意するもの
氏名　植崎明夫（水戸市）・後藤博子（日の出）・萩原正吉（島須）
　　　前島　操（潮来）・大島一利（水原）　　　　 ※敬称略

受付番号 件　　　　名 提　出　者 審査結果

請願第３号 ＴＰＰ交渉参加反対に関する緊急請願
なめがた農業協同組合
組合長　中川治美

採　択

請願を採択しました
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潮来市議会臨時議会が開かれました
◎平成２２年第２回臨時会　　１２月２８日（火）午前１０時開会

◎平成２３年第１回臨時会　　１月２１日（金）午後１時　開会

国の関係機関へ意見書を提出しました

継続審査となっていた請願について、環境経済建設委員会報告のとおり採択しました

条例の一部改正、一般会計補正予算を原案どおり可決しました。

受付番号 件　　　名 提　出　者 結　果

請願第 4号 江寺地内における土採取事業に反対する請願書
江寺区長　宮内一行
〃地域対策委員会長　軍司　勉
署名人数　４８４名

採　択

件　　　名 提　出　者

潮来市土採取事業規制条例の一部改正
土採取事業について、届出制から許可制へ改正し、周辺住民への
説明会実施や隣接土地所有者の同意の義務づけ等を明記したもの

平成２２年度潮来市一般会計補正予算
旧磯山邸、旧ＪＡ石蔵改修工事1,612 万円、小学校耐震補強設計
委託 3,955万円等、総額1億1,900万円を追加するもの

　事業実施予定地区は、江寺地区の閑静な住宅地のほぼ中央に位置し、

土の搬出車両が地区内の道路を使用する計画となっているようです。

　この道路は、通学路であると共に、地域住民の生活を支える大切な

道路です。しかし運搬車両が頻繁に往来するには、幅員も狭いうえにカー

ブも多く、大変危険であると思われます。

　環境経済建設委員会の審査に対する意見は、貴重な資源である土採

取事業という経済活動そのものに反対するものではなく、土採取事業

が及ぼす影響により、地区住民の安全性を考慮しての反対意見です。

　事業実施にあたっては、申請前に事業者から地区住民への説明会も

当然必要であったと考えられます。土採取事業の申請書の取扱にあたっては、反対理由に対する解決策な

どの措置を充分に見極め慎重なる対応が必要です。

◎附帯意見（要旨）

環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）への参加に関する意見書（要旨）
　米国、豪州等の農業大国が含まれるＴＰＰへ参加し関税が撤廃されれば、国産農作物の多くが輸入農産物に置き
換わり食料自給率の低下を招き、国土の保全や、文化の伝承といった農村が持つ多面的機能を失うことにもなる。こ
れは、日本農業と地域社会を崩壊させるものであり、農家経営や農村資源に与える影響は大きい。
　現在国は、ＴＰＰについて、「情報収集、国内環境整備を早急に進め、関係国との協議を開始する」としているが、
農業振興や食糧安全保障をはじめ、経済全体に与える影響を十分考慮し、慎重な対応をする必要がある。
　よって下記のように対応されるよう強く望むものである。

記
１　ＴＰＰへの参加については、そのメリット・デメリットを国民へ詳細に情報提供し、徹底的な国民的議論を行い、
拙速な参加の判断は行わないこと

２　関税の完全撤廃は国内農業へ甚大な影響を与え、食糧安全保障の観点からも、我が国を極めて危険な状況に追
い込むおそれがある。国内において食の安全・安定供給、食料自給率の向上、国内農林水産業・農山漁村の振
興等を損なうことのないよう十分な対策を行うこと。
（提出先）
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・外務大臣・農林水産大臣・経済産業大臣・内閣官房長官・内閣府特命担当大臣

議員が現場を視察
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知りたい！知りたい！
聞きたい！聞きたい！

旧水郷有料道路の
徳島地区への信号
機設置について

ＡＥＤ講習会の開催について

質問　市としてはどのような対応をとられてきた
か。また進捗状況について伺う。

質問　ＡＥＤが設置してある市内ＡＥＤマップを作成し
ていただき、いざという時の救命に対応してはどうか。

市長　潮来土木事務所などの関係機関と協議をし
ながら、交差点改良と信号機設置に向け事業を進
めてきました。交差点への信号の新設について、
茨城県警が 10 月 13 日に意志決定を行いました。

総務課長　市においてはホームページや広報いたこ１月号等を活用し

て市民の皆様へ周知していきたいと思います。またＡＥＤ設置マップ

の充実に順次努めてまいります。

質問　多くの市民の方にも対応していただけるよう講習会等を開催してはどうか。
　平成 23 年度以降については、潮来消防署と連携して多くの市民の方へＡＥＤの取り扱いを含

めた普通救命講習会の実施や救命技能習得普及に努めていきたいと考えています。

質
問　

ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
か
。

基
金
の
状
況
も
踏
ま
え
な

が
ら
具
体
的
に
伺
う
。

財
政
課
長　

平
成
21
年

度
決
算
、
実
質
収
支
は

３
億
４
５
９
０
万
円
余

り
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
公
共
施
設
の
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
経
費

の
削
減
だ
け
で
な
く
、
日

の
出
中
学
校
屋
内
運
動
場

な
ど
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

重
点
的
な
公
共
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
め
り
張
り

の
あ
る
施
策
を
展
開
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一

般
会
計
の
基
金
残
高
は

２
３
億
２
８
７
４
万
円
余

り
と
な
っ
て
お
り
、
財

政
調
整
基
金
残
高
は
約

７
億
４
０
０
０
万
円
に
な

る
予
定
で
す
。
潮
来
市
の

財
政
は
健
全
化
の
方
向
に

進
ん
で
い
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

質
問　

延
方
駐
在
所
と
釜

谷
駐
在
所
を
あ
わ
せ
た
駐

在
所
が
潮
来
二
中
付
近
に

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
市
で
は
確
認
し
て
い

る
か
伺
う
。

総
務
課
長

　

新
た
な
駐
在
所
は
、
潮

来
二
中
付
近
に
平
成
23
年

度
建
設
予
定
で
す
。

質
問　

警
察
官
の
人
数
や

パ
ト
カ
ー
の
配
置
は
ど
う

な
る
か
伺
う
。

　

人
数
に
つ
い
て
は
複
数

配
置
し
、
パ
ト
カ
ー
を
配

置
予
定
で
す
。
具
体
的
な

人
数
等
は
決
定
さ
れ
次
第

報
告
い
た
し
ま
す
。

質
問　

潮
来
二
中
付
近
の

ほ
か
に
も
交
番
の
再
編
は

あ
る
の
か
伺
う
。

市
長　

他
の
交
番
の
再
編

に
つ
い
て
は
、
延
方
地
区

同
様
の
規
模
で
、
現
行
の

牛
堀
駐
在
所
と
八
代
駐
在

所
を
統
合
し
て
大
型
化
を

図
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
の
財
政

状
況
に
つ

い
て

市
内
交
番

の
再
編
に

つ
い
て

現在、事業の進捗については、地元区長や地権者の協力を得て、市道部分の改良に必要な用地の契
約等も完了し、11月 22 日に改良工事の発注、契約を行いました。平成 23年３月の工事完成と信号
機の設置を進めてまいります。

一般質問者
内田正一 議員

一
般
質
問

5 平成22年12月定例議会



知りたい！
聞きたい！

上戸交差点は改良でき
ないか

補助事業遂行状況の把握は

質問　国道51号線、主要地方道龍ヶ崎・潮来線
と市道との交わる上戸交差点。近くに牛堀保育園
と観音寺などがある。国道と市道との接続部は道
路も狭く車両のすれ違いができない。改良できな
いか。

質問　平成22年度潮来市一般会計当初予算の補助金の総件数と総額、日の出保育園改築補
助事業の補助金等適正化法に基づく遂行状況を伺う。
※日の出保育園改築補助金は、1億 2048万 4000円

都市建設課長　上戸交差点は六差路の変則交差点
であるが、近年では事故等は発生していません。この交差点の改良は潮来バイパ
スの整備が必要で、整備により地域への事業効果があり交通安全対策にもつなが
ります。潮来バイパスの早期着工・完成を毎年、国に要望しています。

財政課長　補助金総件数は 112 件、総額３億 1616 万 6000 円です。

社会福祉課長　日の出保育園から市へ補助金申請があり、申請に基づき交付決定を行いまし

た。改築工事の実施主体は保育園で、工事の遂行状況、工事の管理・監督は保育園にあります。

中
央
公
民
館
長　

大
門
河
岸
土
蔵

は
平
成
21
年
８
月
に
登
録
文
化
財

の
申
請
を
し
ま
し
た
が
、
土
蔵
だ
け

で
は
登
録
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

土
蔵
は
市
の
所
有
な
の
で
、
指
定
・

登
録
に
か
か
わ
ら
ず
、
保
存
し
て

い
き
ま
す
。
あ
や
め
ま
つ
り
期
間

中
な
ど
は
、
観
光
散
策
コ
ー
ス
と

し
て
大
門
河
岸
土
蔵
の
見
学
者
も

多
い
の
で
、
市
内
外
に
貴
重
な
文

化
財
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

潮
来
市
所
有
の
「
大
門
河

岸
公
園
土
蔵
」
は
、
登
録
文
化
財

の
指
定
に
な
ら
な
か
っ
た
。
市
の

文
化
財
に
指
定
し
、
保
存
・
活
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

眠
れ
る
資
源
を

活
用
し
よ
う

一般質問者
　川　俊 議員

質
問　

潮
来
市
内
に
お
け

る
自
殺
者
の
実
態
と
自
殺

の
防
止
、
そ
の
親
族
等
に

対
す
る
支
援
の
充
実
な
ど

自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
条
例
を
制
定
す
べ

き
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

か
す
み
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
長　

過
去
３
年
間
の

潮
来
市
で
の
自
殺
者
数
は

25
名
。
自
殺
対
策
を
総
合

的
に
進
め
る
た
め
行
政
、

医
療
機
関
、
事
業
主
、
学
校
、

自
殺
防
止
等
の
活
動
を
行

う
民
間
団
体
等
に
よ
る
潮

来
市
心
の
健
康
づ
く
り
推

進
委
員
会
を
８
月
に
設
置

し
ま
し
た
。
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
県
・
近
隣

市
は
未
設
定
で
あ
る
の
で
、

動
向
を
見
守
っ
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

○
ロ
シ
ア
国
家
元
首
の
国

後
島
訪
問
に
つ
い
て
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

○
性
的
被
害
か
ら
青
少
年

を
守
ろ
う
。

避
け
ら
れ
る

死
、
自
殺
を

減
ら
そ
う

一
般
質
問
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県道矢幡・潮来線の歩道工事の
進捗状況について

窓口業務について
質問　窓口業務は直接市民と接する潮来市の顔。対応次第では、不安を感じたり、不愉快な気分になるおそ
れもある。受付管理体制、指導内容を伺う。

都市建設課長　事業区間、場所は津知地区で、延長 1,100 ｍ。平成
13 年度より事業開始し、707 メートルが整備完了しています。妙
光寺への侵入道路付近から行方縦貫道路との交差部までの延長 393
ｍが未整備区間で、本年度より工事に着手していますが、古くから
の共有地や埋蔵文化財の調査が必要です。
　利便性の高い幹線道路ですので、潮来土木事務所とも引き続き連
携を図り、早期完成に向け要望等を進めていきたいと考えています。

市民課長　常日頃から、お客様への気配り、心配りを指導しています。元気なあいさつを基本として明る

く親切でスピーディーな対応を心がけ、一層の市民サービス向上に努めます。

総務課長　採用２年目までの職員に対し、重点的に接遇向上の研修を行い、窓口業務に異動した職員には、

鹿行広域事務組合での公務窓口研修を活用しています。職員一人一人が身近にできるあいさつやおもてな

しを積極的に行い、職員接遇のマナーの向上を図っています。

下
水
道
課
長　

水
原
地
区
の
生
活

排
水
処
理
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、

約
80
％
が
普
及
を
望
む
と
の
結
果

で
し
た
。
農
業
集
落
排
水
事
業
は
、

茨
城
県
は
平
成
23
年
度
の
新
規
採

択
を
せ
ず
予
算
を
縮
小
し
、
今
後

の
事
業
採
択
も
要
件
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
た
め
非
常
に
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
湖
沼
ワ
ー
ス

ト
１
位
と
な
っ
て
い
る
北
浦
水
域

の
水
質
汚
濁
防
止
や
水
道
水
の
原

水
取
水
等
に
最
も
近
い
集
落
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
財
政
状
況
、

使
用
料
負
担
及
び
負
担
金
、
生
活

排
水
の
改
善
等
を
総
合
的
に
判
断

し
た
結
果
、
家
屋
が
や
や
密
集
し

て
い
る
集
落
を
公
共
下
水
道
に
よ

り
、
ま
た
台
地
部
の
家
屋
点
在
部

を
市
町
村
型
合
併
処
理
浄
化
槽
に

て
整
備
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

水
原
地
区
の
下

水
道
普
及
に
つ

い
て

一般質問者
田崎　清 議員

質
問　

市
の
評
価
と
今
後
の
協
力

体
制
、
ま
た
同
日
行
事
の
場
合
の

会
場
や
時
間
等
の
調
整
に
つ
い
て

の
対
応
を
伺
う
。

観
光
商
工
課
長　

市
で
は
実
行
委

員
会
へ
の
参
画
や
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ

ん
の
宣
伝
・
販
売
等
で
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
の
評
判

も
よ
く
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
と

思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
活
性
化
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

今
後
と
も
商
工
会
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

秘
書
政
策
課
長　

同
日
行
事
に
対

す
る
場
所
や
時
間
な
ど
は
調
整
や

工
夫
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
の
行
事
は
部
長
職
以
上

会
議
に
て
調
整
し
て
い
ま
す
が
、

市
民
の
皆
様
の
行
事
等
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
有
意
義
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
、

み
ん
な
で
調
整
し
努
力
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

商い創造祭について

一
般
質
問
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知りたい！
聞きたい！

企業誘致について

常陸川水門（逆水門）の柔軟運用について

質問　道の駅側に点在している７名の地権者との交渉についての現在の状況
を伺う。

質問　11月２日に潮来市で開かれた茨城県市議会議長会定例会で逆水門の柔軟運用に関する要望書が
満場一致で採択されました。逆水門は洪水対策、塩害防止のため1963年に完成し、水資源開発のた
め75年から完全閉鎖する現在の形になった。閉鎖によりシジミが大量死するなどし漁業者から開放
を求めた経緯があります。柔軟運用については海水と淡水の境目、塩水くさびの先端が水門を通過し
た時点で水門を閉鎖、全８つの門から開放する門を調整するものです。この提案の実現にはほとんど
コストがかからず、水質浄化が期待され、漁業や地域の活性化
という付加価値も生まれます。潮来市としても主体的にかかわ
る必要があると思うが市の見解を伺う。

企業誘致推進室長　同意をいただいた方１名、大筋の同意をいただいた方が

１名という状況です。

質問　地権者による協議会の設置の進捗状況について伺う
　地権者による同意を得られていない状況ですので、協議会の設置には至っ

ていません。

農政課長　国の河川事務所に対しましては、柔軟運用の方法論

を含め効果や影響について、科学的な根拠に基づいた十分な検

証を要請するとともに、市へ要請があれば必要な対応を図りた

い。また、環境の保全と流域住民の福祉の向上を目的に流域自

治体で構成をしている霞ヶ浦問題協議会、また常陸川水利対策

協議会等の関係団体等でも議論を深めてまいりたいと思います。

総
務
課
長　

４
車
線
化
及
び
２
車
線
プ
ラ

ス
右
折
車
線
の
増
設
に
つ
い
て
引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
内
の
交

通
事
故
ワ
ー
ス
ト
５
に
な
っ
て
い
る
旧
水

郷
有
料
道
路
と
県
道
龍
ヶ
崎
・
潮
来
線
の

交
差
点
の
交
通
安
全
対
策
を
優
先
的
に
お

願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

市
営
あ
や
め
駐
車
場
か
ら
出
た
と

こ
ろ
の
県
道
潮
来
・
佐
原
線
に
か
か
る
交

差
点
付
近
の
安
全
対
策
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
減
速
を
促
す
た
め
の
道
路
標
示
や
減

速
ベ
ル
ト
等
の
対
策
を
と
る
よ
う
潮
来
土

木
事
務
所
へ
要
望
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
っ

た
が
、今
後
の
市
と
し
て
の
対
策
を
伺
う
。

県
道
潮
来
・
佐
原
線
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

一般質問者
原　浩道 議員

一
般
質
問
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民生委員・児童委員委嘱状伝達式

環太平洋連携協定（ＴＰＰ）について

民生委員について
質問　各町内に民生委員がいますが、大変民生委員の方々のご
労苦が忍ばれます。後に続く人たちが活動しやすいように各町
内の班に１人ずつの協力員の方がほしいとのことです。今後の
問題として考える必要があるように思いますが市の考えを伺う。

質問　環太平洋連携協定について、近い将来参加することになると、自由貿易の中で日本農家
の生死にかかわる大変な時代に入っていきます。潮来の立場を考えますと、ほとんど単作地帯
で農民の生活がどのようになるのか不安でなりません。市の考えを伺う。
農政課長　貿易自由化による影響、効果につきましては、米が主要な農作物である市にとりま
しては、非常に大きな影響があるのではないかと考えています。
　ＴＰＰについては、現時点で国の参加、不参加が決定されていません。市としては、国の協
議経過や県の判断、等を見守りながら、近隣自治体や関係団体と連携して市と
して対応を図りたいと考えています。

社会福祉課長　民生委員の皆さんには、業務量が年々増加し大

変ご苦労をいただいているところです。協力員の配置は業務量

の軽減策の１つとして有効だと考えており、今後民生児童委員

協議会において協議をしていきたいと考えています。

質
問　

橋
本
先
生
の
後
援
会
メ

ン
バ
ー
代
表
と
と
も
に
検
討
し

ま
し
た
が
、
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
前
の
開
発
組
合
記
念
碑

の
と
こ
ろ
に
決
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
県
知
事
へ
陳
情
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
市
の
ほ
う

で
の
今
後
の
方
向
づ
け
を
伺
う
。

秘
書
政
策
課
長　

茨
城
県
へ
問

い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
、
茨
城

県
で
は
要
望
書
に
つ
い
て
検
討

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
と
し
ま
し
て
は
、
顕
彰
碑
建

立
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
と
引
き

続
き
協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
本
登
美
三
郎
先
生

の
顕
彰
碑
に
つ
い
て

一般質問者
橋本きくい 議員

質
問　

無
料
循
環
中
型
バ

ス
２
台
を
毎
日
各
地
区
の

老
人
た
ち
が
病
院
や
買
い

物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
日

の
出
地
区
で
は
広
い
道
路

沿
い
に
は
あ
ま
り
人
が
住

ん
で
お
ら
ず
に
、
道
路
ま

で
出
て
く
る
方
が
大
変
で

あ
る
こ
と
を
伺
っ
て
い
ま

す
。
各
町
内
の
道
路
沿
い

に
ル
ー
ト
を
増
や
し
て
も

ら
え
な
い
か
と
い
う
老
人

た
ち
の
願
い
で
す
。
市
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

農
政
課
長　

「
道
の
駅
い
た

こ
」
の
市
内
無
料
送
迎
バ
ス

の
あ
や
め
号
の
運
行
つ
い

て
は
、
㈱
い
た
こ
が
独
自

に
運
営
し
て
い
ま
す
。
ル
ー

ト
変
更
等
々
に
つ
い
て
は
、

㈱
い
た
こ
の
ほ
う
に
は
伝

え
て
い
き
た
い
思
い
ま
す

の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

道
の
駅
無
料
巡
回

バ
ス
に
つ
い
て

一
般
質
問
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知りたい！
聞きたい！

企業誘致について

防災訓練
について

質問　東京での企業立地推進員の現状を伺う。

質問　１１月１４日実施の潮来市防災訓練の実施結果について伺う。

企業誘致推進室長　雇用契約については、平成 23 年３月までとなっており、

毎日情報収集に努め企業訪問を行っています。

質問　推進員の方が３月で契約が切れるということですが、東京からの情報
収集については継続して行っていくのか。
　３月以降の東京での推進については、これまでの活動も含め今後の状況を

考えながら判断したいと思います。多くの企業が集まる東京にアンテナを張

るということは非常に重要であると考えています。

総務課長　参加者の合計は、2667 名です。潮来地区の避難訓練参加者は

477 名、要援護者確認訓練は 626 名が確認できました。

質問　本部長としての市長の感想と今後の考え方を伺う。
市長　自主防災組織の根幹である区長さんや町内組織、消防団員、そして民

生委員の皆さん、この連携によって要援護者の安否確認や避難訓練が迅速に

行われたと思います。前回と比べても大幅な時間短縮が図られたと思います。

訓練の大切さを体験し、この経験は必ず有効に働くと思います。安全・安心

の観点からも、今後も防災訓練には力を注いでまいりたいと考えています。

総
務
課
長　

地
方
自
治
法

２
０
２
条
に
基
づ
く
も
の

は
16
設
置
し
、
１
８
０
条

に
基
づ
く
も
の
は
６
委
員

会
で
す
。

質
問　

委
員
全
体
の
男
女

比
率
に
つ
い
て
伺
う
。

　

女
性
の
比
率
は
、
１
７
．

７
％
で
す
。

質
問　

今
後
の
男
女
の
比

率
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

　

第
６
次
総
合
計
画 

で
平

成
25
年
の
目
標
値
25
％
に

向
け
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

設
置
数
は
ど
れ
く

ら
い
か
伺
う
。

市
の
審
議
会

に
つ
い
て

一般質問者
大平幸一 議員
質問　外部での看板による広報活動について伺う。
　道の駅いたこ周辺の誘致活動については、県道沿い「進出企業募集中」の看板を設置しました。

質問　「情報提供者に報奨金最高 500万円」といった内容の
インパクトのある広報活動はできないか。
　表示については今後検討したいと思います。

質問　副市長による中央からの情報収集は実施しているのか。
　電話やメール等で経済産業省からの情報収集をしておりま

す。今後も各企業の訪問をしながら、本当に伸びていく企業

等の情報をキャッチし、引き続き国から最新の情報を常にア

ンテナを高くして入手できるよう努めたいと考えております。

一
般
質
問
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北浦の水質浄化を市政の最重要課題に

水道水の原水取水口に近い水原地区の
下水道整備は急務
質問　水原地区から、下水道整備について要望書が市長に
提出されているが、市ではどのような回答をしているか。

質問　来年度の市政運営の柱、重点項目に北浦の水質浄化を取り上げるべきと思うがどうか。
環境課長　北浦の水質浄化は、大変重要な課題として取り組んでいます。今後とも引き続き北
浦の水質浄化に取り組んでいきます。

下水道課長　家屋がやや密集している集落を公共下水道

で整備し、家屋点在部を市町村型合併処理浄化槽で整備

する方向で検討しています。要望書提出者には関係機関

と協議し適切な時期に回答したいと思います。

その他の質問
○太陽光発電関係企業の誘致を

質
問　

平
成
20
年
度
の
数
値
で

北
浦
の
水
は
全
国
の
湖
沼
の
中

で
２
番
目
に
汚
れ
て
い
る
と
環

境
課
長
が
答
弁
し
た
。
平
成
21

年
度
、
22
年
度
の
数
値
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

環
境
課
長　

11
月
26
日
、
環
境

省
が
平
成
21
年
度
の
水
質
測
定

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
基
準

値
が
３
mg
／
ℓ
で
あ
る
べ
き
化

学
的
酸
素
要
求
量
の
Ｃ
Ｏ
Ｄ
が
、

北
浦
で
は
10　

／
ℓ
で
宮
城
県

の
伊
豆
沼
と
並
ん
で
全
国
で

ワ
ー
ス
ト
１
位
で
す
。

　

霞
ヶ
浦
、
常
陸
利
根
川
が
9.3

　

／
ℓ
で
ワ
ー
ス
ト
３
位
で
す
。

平
成
22
年
度
の
デ
ー
タ
は
公
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん

水
道
水
の
原
水
、

北
浦
の
水
質
汚
染

度
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
位
に
つ
い
て

一般質問者
今泉利拓 議員

質
問　
「
か
ん
ぽ
の
宿

い
た
こ
」
か
ら
、
平
成

22
年
度
は
入
湯
税
が

１
２
５
５
万
６
０
０
０
円

納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
入
湯
税
は
一
般

税
と
し
て
使
う
の
で
は
な

く
、
北
浦
の
水
質
浄
化
の

た
め
に
目
的
税
化
し
て
は

ど
う
か
。

財
政
課
長　

入
湯
税
に
つ

い
て
は
、
既
に
目
的
税
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
湯
税
を
水
質
浄

化
の
た
め
に
使
う

目
的
税
化
し
て
は

ど
う
か

mg

mg

一
般
質
問
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知りたい！
聞きたい！

高齢者の生活支援について

児童虐待の防止対策について

質問　高齢者の所在不明問題が広がりを見せるなか、孤立化や孤独死を防ぐ
ための見守り支援の取り組みを伺う。

質問　本市の児童虐待の実態と児童福祉司の配置、相談体制を伺う。

介護福祉課長　市では高齢者総合相談センターにて２４時間体制で電話等で

対応しています。また民生委員が中心となり給食サービスや高齢者の見守り

を行っています。

　安否ふれあい事業として、一人暮らしの高齢者の安否確認、健康保持、孤

独感の解消に努め、住み慣れた地域で自立し安心して生活できる支援を行っ

ています。

社会福祉課長　今年度の現在までの通報は１２件で、実質虐待が認め

られたのは育児放棄の１件です。

　児童福祉司は鹿行児童分室に５名配置され、子供の心身障害、養護

相談及び奇行、登校拒否などの相談に応じ、福祉施設等への入所に必

要な調査、手続きや子供の立ち直りの援助業務を行っています。

　子どもを支援する相談窓口は社会福祉課、子育て支援室と家庭児童

相談室で児童虐待等の問題など、家庭における適正な児童養育を図る

よう相談体制を取っています。

その他の質問
○産後うつに対する支援について

秘
書
政
策
課
長　

本
市
は
過
去
に
、
公

共
施
設
の
利
用
向
上
と
観
光
振
興
、
地

域
の
生
活
交
通
手
段
の
確
保
を
目
的
に

市
内
巡
回
バ
ス
な
ど
を
行
っ
た
が
、
利

用
者
が
少
な
く
効
果
が
得
ら
れ
ず
、
バ

ス
の
運
行
を
断
念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。

　

「
道
の
駅
い
た
こ
」
の
無
料
送
迎
バ

ス
を
踏
ま
え
、
交
通
弱
者
の
利
便
性
の

確
保
に
つ
い
て
市
で
も
協
議
を
重
ね
て

い
ま
す
。
今
後
も
行
方
市
や
鉾
田
市
の

デ
マ
ン
ド
型
シ
ス
テ
ム
の
事
例
を
学
び

な
が
ら
、
本
市
の
特
性
や
身
の
丈
に
合

う
持
続
可
能
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
引
き
続
き
研
究
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

本
市
の
「
道
の
駅
い
た
こ
」
が

運
行
し
て
い
る
市
内
巡
回
バ
ス
の
利
用

状
況
は
、
月
平
均
２
千
人
前
後
の
乗
車

数
で
、
運
行
ル
ー
ト
も
限
ら
れ
て
い
る

た
め
利
用
者
は
固
定
化
し
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
は
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
戸
口
か
ら
戸
口
へ
の
デ
マ
ン
ド

型
の
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
望

ま
れ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
民
の

公
共
交
通

シ
ス
テ
ム

の
導
入
に

つ
い
て

一般質問者
柚木　巖 議員
質問　在宅介護における緊急時の介護施設の受け入れについて伺う。
　現在、市内施設は満床ですが、災害や虐待があった場合の受け入れは可能です。

介護する方が入院するなど緊急時の対応はケアマネージャーと地域包括支援セ

ンターが連携して対応し、介護者のための家族会を７月に立ち上げています。

一
般
質
問



委員会視察研修報告

期　　日 内　　　　　　　　容 議　　員 期　　日 内　　　　　　　　　容 議　　員

１０月　　３日 市消防操法大会 議 長・ 関 係 議 員 １６日 市長杯グラウンドゴルフ大会 議 長

６日 議長杯クロッケー・輪投げ大会 議 長 １６日 教育福祉委員会協議会 教 育 福 祉 委 員

９日～１０日 松原神社例大祭 所 管 委 員 長 １７日 東関東道中央要望 議 長

１３日～１５日 市区長会視察研修 議 長 １８日 環境経済建設委員会協議会 環境経済建設委員

１３日 議会広報編集委員会 広 報 委 員 １９日 鹿島高校創立１００周年式典 議 長

１５日 霞ヶ浦流域下水道協議会研修 関 係 議 員 ２１日 河瀬治孝氏秩父宮杯受賞式典 議長・関係議員

１６日 市青少年のつどい 関 係 議 員 ２２日 総務委員会協議会 総 務 委 員

１７日 鹿行地区消防操法大会 議 長 ２３日 上戸国神神社祭礼 議 長

１７日 ＮＰＯ法人ピコット１０周年式典 議 長・ 関 係 議 員 ２４日 全員協議会 全 議 員

１９日～２０日 議会広報編集委員会研修 広 報 委 員 ２６日 潮来市民生委員離任式 議長・所管委員長

１９日 県東地区議長会 議 長 ２７日 牛堀地区高齢者クラブ移動研修 議 長

１９日 茨城県４団体連絡会議 議 長 ２８日 茨城県視覚障害者福祉大会 議長・所管委員長

２３日 市健康づくりフェスティバル 議 長・ 関 係 議 員 ３０日 １２月定例議会　本会議 全 議 員

２３日 潮来市商い創造祭 議 長・ 関 係 議 員 １２月　　１日 交通安全街頭キャンペーン 議 長

２４日 潮来一中５０周年記念事業 副議長・関係議員 １日 市民生児童委員委嘱状交付式 議長・所管委員長

２４日 延方地区運動会 関 係 議 員 ２日 県市議会議長会要望活動 議 長

２５日 県市議会議長会議員研修会 議 長・ 関 係 議 員 ２日 市商工会永年勤続表彰式 議長・関係議員

２８日 議会広報編集委員会 広 報 委 員 ４日 水郷マスターズ納会 関 係 議 員

３１日 日の出地区運動会 関 係 議 員 ７日 １２月定例議会　本会議 全 議 員

１１月　　２日 茨城県市議会議長会定例会 議 長 ７日 連合会長杯グラウンドゴルフ大会 議 長

３日 潮来・大生原地区運動会 関 係 議 員 ８日 総務委員会 総 務 委 員

３日 行方地区剣道大会 所 管 委 員 長 ９日 教育福祉委員会 教 育 福 祉 委 員

３日 土浦市市制７０周年記念式典 議 長 １０日 環境経済建設委員会 環境経済建設委員

５日 潮来市教育部会音楽会 所 管 委 員 １０日 茨城県市議会議長会正副会長会 議 長

７日 津知・牛堀地区運動会 関 係 議 員 １１日 活躍する作家展 関 係 議 員

８日～９日 議会運営委員会研修視察 議会運営委員・議長 １１日 市廃棄物減量推進協議会研修 所管正副委員長

１０日 前川水門排水機場視察 議 長・ 関 係 議 員 １４日 １２月定例議会　本会議　一般質問 全 議 員

１２日 市文化祭開会式 議 長・ 関 係 議 員 １５日 １２月定例議会　本会議　一般質問 全 議 員

１２日 県知事との懇談会 議 長 １７日 １２月定例議会　本会議　最終日 全 議 員

１４日 市防災訓練 議 長・ 関 係 議 員 １７日 年末犯罪防止活動 議 長

１４日 大生神社例大祭 副 議 長 ２１日 道の駅いたこ懇親会 副 議 長

１４日 鹿島育成園収穫祭 所 管 委 員 長 ２２日 環境経済建設委員会 環境経済建設委員

１６日 議会運営委員会 議 会 運 営 委 員 ２２日 シルバー人材センター懇親会 副 議 長

２８日 潮来議会臨時会 全 議 員

議
会
運
営
委
員
会
（
平
成
22
年
11
月
８
・
９
日
）

　

潮
来
市
議
会
の
活
性
化
と
円
滑

な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
千

葉
県
流
山
市
議
会
の
研
修
視
察
を

実
施
し
た
。
ま
た
地
方
議
会
に
は
、

国
・
県
に
関
係
し
た
問
題
も
多
く
、

幅
広
い
情
報
収
集
が
必
要
と
考
え
、

羽
田
空
港
や
八
ッ
場
ダ
ム
の
視
察

も
行
っ
た
。

　

流
山
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本

条
例
を
制
定
し
様
々
な
議
会
改
革

を
実
施
し
て
い
る
。
市
内
各
地
区

で
の
議
会
報
告
会
や
議
員
表
決
結

果
、
各
議
員
の
納
税
状
況
も
公
表

し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
質
問
で
の

「
反
問
権
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
お

り
、答
弁
者
（
長
）
と
質
問
者
（
議

員
）
の
考
え
方
が
違
う
場
合
、
質

問
者
に
対
し
「
反
対
の
理
由
や
根

拠
な
ど
を
伺
う
。」
と
い
う
よ
う
な

逆
質
問
の
形
で
非
常
に
厳
し
い
緊

張
感
の
あ
る
や
り
取
り
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
全
国
で
初
め
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
型
携
帯
電
話
）

に
よ
る
議
案
採
決
方
法
を
導
入
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
画
面
を

タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
議

員
の
賛
成
反
対
状
況
が
一
瞬
に
し

て
表
示
さ
れ
る
。

　

財
政
規
模
や
体
制
の
違
い
な
ど

で
す
ぐ
に
反
映
は
で
き
な
い
が
、

議
会
改
革
の
姿
勢
と
し
て
各
委
員

が
刺
激
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

羽
田
空
港
で
は
新
国
際
線
タ
ー

ミ
ナ
ル
が
開
業
し
世
界
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。
空
港
内
の
雰
囲
気

な
ど
は
日
本
文
化
を
発
信
す
る
商

業
施
設
・
国
際
交
流
の
場
と
し
て
、

茨
城
空
港
に
も
生
か
せ
る
ヒ
ン
ト

も
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

政
府
の
事
業
仕
分
け
で
揺
れ
る

群
馬
県
の
八
ッ
場
ダ
ム
は
、
こ
の

議会議員活動日誌（平成２２年１０月～１２月)議会議員活動日誌（平成２２年１０月～１２月)

60
年
間
、
建
設
反
対
・
賛
成
の
激

し
い
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
現
在
も

進
行
し
て
お
り
、
経
済
効
果
や
巨

額
の
予
算
投
資
な
ど
を
考
え
る
と

簡
単
に
解
決
策
は
見
つ
か
ら
な
い
。

　

今
後
議
会
で
の
審
議
に
つ
い
て

は
、
報
告
や
書
面
の
内
容
に
留
ま

ら
ず
、
背
景
を
見
通
す
力
を
養
い
、

国
県
等
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら

議
論
を
掘
り
下
げ
、
適
切
な
議
会

運
営
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

13 平成22年12月定例議会



右端から、折本 土浦市議長（副会長）、袴塚 水戸市議長（会長）

小泉 政務官、粟飯原議長（副会長）、小沼副議長

14平成22年12月定例議会

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委

員

長　
　

柚
木　
　

巖

副
委
員
長　
　

沼
里
真
一
郎

委　
　

員　
　

杉
本　

俊
一

　
　
　
　
　
　

小
沼　

英
明

　
　
　
　
　
　

加
藤　

政
司

　
　
　
　
　
　

田
崎　
　

清

　

１
月
29
日
の
深
夜
に
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
が
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
監
督
采
配
の
も

と
見
事
李
忠
成
の
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
決
勝
で
破
り
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
を
手
に
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で

名
匠
と
言
わ
れ
た
彼
で
あ
る
が
、
日
本

で
の
評
価
は
未
知
数
で
あ
っ
た
。
試
合

を
進
め
る
に
あ
た
り
控
え
選
手
が
結
果

を
出
す
と
い
う
ザ
ッ
ケ
ロ
ー
ニ
マ
ジ
ッ
ク

が
あ
っ
た
。
控
え
選
手
に
ず
っ
と
声
を

か
け
続
け
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
ぬ
よ

う
に
励
ま
し
て
い
た
と
い
う
。

　

翌
日
柗
田
市
長
が
無
競
争
で
当
選
を

果
た
し
二
期
目
を
迎
え
る
事
と
な
っ
た
。

議
会
と
し
て
も
更
な
る
行
財
政
改
革
を

望
む
と
共
に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
執

行
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
こ
と
本
年
は

合
併
10
周
年
を
迎
え
多
く
の
事
業
も
行

わ
れ
る
。
国
政
に
お
い
て
は
外
交
問
題
、

政
局
の
不
安
等
々
、快
い
言
葉
は
ニ
ュ
ー

ス
や
活
字
で
見
る
事
は
出
来
な
い
。
ザ
ッ

ケ
ロ
ー
ニ
に
負
け
な
い
柗
田
采
配
で
潮

来
市
が
明
る
く
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
強
い

ま
ち
に
な
る
よ
う
願
い
、
議
会
も
共
に

努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
（
小
沼　

英
明
）
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記記

常陸川水門（逆水門）の柔軟運用について要望

　霞ヶ浦の水質浄化による地域経済の伸展は，多

くの県民が望んでいるところである。

　霞ヶ浦の浄化については，中長期的な事業とし

て，大規模浚渫事業や霞ヶ浦導水事業などが推進

されている。市議会議長会としてもこれらの事業

推進を強く望んでいるところであるが、現下の経済

状況に鑑み，短期的に霞ヶ浦や流域河川を浄化し，

漁業を中心とした水産資源の活用を図り，地域経

済を活性化することが喫緊の課題となっている。

　よって，洪水被害の軽減，塩害防止等を目的とし

ている常陸川水門について，魚類の遡上時期を中

心とした柔軟運用を行い，漁業の活性化，水産物

の再生を図ることにより，霞ヶ浦を中心とした流域

河川の浄化を図るものである。

　昨年１１月に、粟飯原議長が副会長を務める茨城県市議会議長会が、霞ヶ浦の浄化対策として、逆水

門の柔軟運用を求める要望書を国へ提出しました。これを受け逆水門の現地視察に訪れた国土交通大臣

政務官 小泉俊明 衆議院議員（茨城３区選出）に対し、市議会議長会として改めて要望を行いました。

要 望 趣 旨

次回定例会は

議会インターネット中継議議議議議議議議会会会会会会会会イイイイイイイインンンンンンンタタタタタタタターーネネネネネネネネッッッッッットトトトトトト中中中中中中中中継継継継継継継継

●議会中継アクセス件数
　・１２月議会生中継　４２０件（5日間）
　・録画中継　　　　５１８５件（平成２２年）

３月８日【火】開会予定です。
（傍聴は市民課で受付します）

議会傍聴へ議会傍聴へ
お越しくださいお越しください

潮来市議会ホームページからご覧ください。


